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天

台
の

六

即
に

関
す
る

教
説
の

中
に

、

蛄
蟯

六

即
説
と

い

う
四

明
知

礼

独
創
の

教

説
が

あ
る

よ

う
に
、

宋
代
天

台
に

お
い

て

は
、

六

即
の

解

釈
を
め

ぐ
る

思
想

展
開
が

あ
っ

た
こ

と

が

知
ら

れ
て

い

る
。

知
礼
は
こ

の

教

説
を

打
ち
立
て

る

こ

と

に

よ

り
、

衆
生
が

仏
に

即
し

、

迷
が
悟
に

即
す
る

と
い

う
教
学
の

大
前
提
を

改
め

て

強

調

し
た

の

で

あ

証
ポ

　

さ
ら
に

知
礼
没
後
の

宋
代
天

台
に
は

、

六
即
と
い

う
行
位
を

、

能
動

的
に

即
し

て

い

く
と

い

う
側

面
と

、

受
動
的
に

即
さ

れ

る

と
い

う
側
面

の

両
面
か

ら

捉
え
る

と
い

う
特
徴
が
あ
る

。

つ

ま

り
、

宋
代
天

台
の

諸

師
は

、

六

即
を

能
即
と

所
即
に

分
け
て

解
釈
し
よ

う
と

す
る

の

で

あ
る

。

　

そ
こ

で

小

稿
で

は
、

宋
代
天

台
の

諸

学
匠
が

、

ど

の

よ

う
な

思

想
に

基
づ

い

て

六

即
を

能
所
に

分

け
て

い

る

か

と
い

う
問
題

意
識
の

下
に

、

宋
代
に

お

け
る

六

即
解
釈
に

若
干
の

検
討
を

加
え
た
い

。

　

宋

代
天

台
に

お

け
る

六
即

解
釈
の

基
調
と

な
っ

て
い

る

の

が
、

湛
然

の

『

止
観
大

意
』

に

示
さ
れ

る

「

…

…

即
故
初

後
倶
是

。

六
故
初
後

不

レ

濫
。

理

同
故
即

、

事
異
故
六

。

凡
諸
経
中
有
二

即
名一

者
、

如
二

生
死

即

涅

槃
之

壅
皆
以
二

六

位
】

甄
レ

之
・

使
二

始

終
理

同
・

而
初

後
無

橇
」

と

い

う
六

即
の

定
義
で

あ

り
、

宋
代
の

諸
師
は

、

こ

の

定
義
を

踏
ま
え

て
亠

ハ

即
の

能
所
義
を

論
じ
る

よ

う
に

な
る

。

　
そ

れ

で

は
、

宋
代
の

学
匠
が
具

体
的
に

ど

の

よ

う
な

六

即
の

能
所
義

を

説
い

て

い

る

か

と

い

う

と
、

ま

ず
、

神

智

従

義
（

一

〇

四
ニ

ー

一

〇
九

こ

撰
『

天

台
四

教
儀
集
解
』

巻
下
に
は

次
の

よ

う
に

あ
る

。

．
…
−

事
異
故
六

者
、

理

即
・

名
字
・

観

行
・

相
似
・

分

証
・

究
竟
六

位
不
同

、

迷
悟
異
也

。

理

同
故
即
者、

三

諦
之
理

。

六

位
咸
然

。

故
云
二

理

即
・

名
字
即

乃

至
究

竟
即一

也
。

既
云
二

生

死

即
涅
槃

訥

又

云
二

煩
悩
即
菩
提
・

結
業
即
解

脱
』

斯
乃
三

障
為
二

能
即一

三

徳
為
二

所
即
4

三

徳
又

是
三

諦
異
名

。

人

不
レ

見

レ

之、

却
云
下

三

千
即

仮
為
二

事
異
故
六一

三

千
空

中

為
中

理

同
故
即
抄

又
以
二

妙

仮
一

為
一
能
即ハ

空

中
為
二

所
即

」

是
則
能
即

既
謬、

所
即
残
闕
矣

。

智
為
二

能

　
　
　
　
　
き　

即
一

義
亦
不
レ

然
。

　
こ

の

記
述
に

よ

る

と
、

従
義
は

、

生

死
・

煩
悩
・

結
業
の

三

障
を

能

即
と

し
、

涅
槃
・

菩
提
・

解
脱
の

三

徳
を

所
即
と

し
て

い

る
。

こ

れ
は

、

迷
と

悟
の

観
点
か

ら

考
え
る

な

ら

ば
、

従

義
が

能

即
を

迷
と

捉
え

、

所

即
を
悟
と
捉
え
て

い

る
と

言
う
こ

と

も
で

き
よ

う
。
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さ
ら

に
、

右
に

示
し
た

『

天

台
四

教
儀
集

解
』

巻

下

に

は
、

批
判
の

対

象
と

な
る
二

つ

の

説
が

示
さ
れ
て
い

る
。

第
一

説
は

、

仮

諦
を

能
即

と

し
、

空

諦
と

中
諦
を
所
即
と

す
る

も
の

で

あ
っ

て
、

こ

れ
に

対
し

て

従
義
は
、

「

是
則
能
即
既

謬
、

所
即
残
闕
矣

。

」

と

批
判
す
る
の

で

あ
る

。

　

そ
し

て

第
二

説
に

対
す
る

批
判
は

、

「

智
為
二

能
即一

義
亦
不
レ

然
。

」

と

い

う
末
尾
の

文
に

見
ら
れ

る
。

な
お

、

従
義
が

批
判
す
る

こ

れ
ら
二

つ

の

説
は

、

後
述
す
る

南
宋
時
代
の

文
献
に

示
さ

れ
る

諸
説
と

大
き
く
関

わ
っ

て

く
る
の

で

あ
る

。

　

次
に

は
、

南

宋
時

代
の

北
峰

宗
印
（

＝
四

八

−
一

二

＝

三

が

示

す

六

即
の

能
所
義
を

見
る

こ

と
に

す
る

。

宗
印
は

『

北
峰
教
義
』

に

お
い

て
、

知

礼
の

『

十

不
二

門

指
要

鈔
』

や

『

観
無

量
寿
仏

経
疏

妙
宗
鈔
」

を

引
い

た

上
で

、

六

即
の

能

所
に
つ

い

て

見
解
を
示
し

て
い

る
。

二

六

即

能
所
者

、

四

明
指
要
則
日

、

凡
言
二

諸
法

即
理
一

者
全
レ

用
即
体
方
可

レ

言
レ

即
。

又

妙
宗
云、

六
種
即
名
皆
是
事
理

体
不
二

義
。

而
迷
逆
事
与
二

其
覚

理
一

未
二

始
暫

乖
』

故

名
二

即
仏
』

又

障
即

仏
。

其
名
猶

通
。

以
三

後
五

人
皆

云
三
二

障
即
是
仏一

故
。

文

四

明
之
義
以
二

事
用
諸

法一

為
二

能
即
訥

理

体
諸
法
為
二

所
即
』

徳
障
言
レ

之
、

三

障
為
二

能
即訥

三

徳
為
二

所
即
』

並

合
二

祖
師
諸
文
」

今
不
一
備
引一

略
明
二

二

義
の

一
、

通
論

。

事
造
三

障
諸
法
為
二

能
即
の

以
二

皆
理

具
無
P

不
レ

即
故

。

二
、

別
論

。

事
中
一

念
自
心
為
二

能
即
』

以
下

従
二

近

要　

易
長

成

レ

観
故

。

此
皆
四

明
宗
旨

云
云

。

諸
文
処
処
有
二

此
両

義一

更

不
二

引
証
』

而
草

　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
る

　

庵

諸
師
局
二

唯
一

念一

違
二

大
義一

也
。

宗

印
に

よ

れ

ば
、

知

礼
の

意
は

、

事
用
の

諸

法
を
能

即
と

し
、

理
体

宋
代
に

お

け
る

六

即
解
釈
の
一

様
相
（

久
保
田
）

の

諸
法
を

所
即
と

す
る

も
の

で

あ
る

と
い

う
。

ま
た
、

三

徳
と

三

障
に

つ

い

て

言
う
の

で

あ
れ

ば
、

三

障
を

能
即
と

し
、

三

徳
を

所
即
と

す
る

の

が

知

礼
の

考
え
で

あ
る

と

い

う
の

で

あ
る

。

さ

ら

に
、

宗
印
は
上

記

の

よ

う
な

六

即
の

能
所
を

、

通
論
と

別
論
の

二

つ

に

分
け
て

整
理
す
る

。

ま

ず
、

通
論
に

よ

れ

ば
、

事
造
の

三

障
の

諸
法
が

能
即
に

な
る

と
い

う
。

次
に

別
論
で

は
、

事
中
の
一

念
自
心
が

能
即
に

な
る
と

し

て

い

る
。

　

こ

う
し
た

宗
印
の

説
は

、

知
礼
述
『

観
無
量

寿
仏
経
疏

妙
宗
鈔
』

巻

一

の

「

六

種
即
名
皆
是
事
理

体
不
二

義
。

…

…

而
迷
逆

事
与
二

其
覚
理
ハ

未
・

始
暫

埀
故
名
・

即

蝕

…
，

又
障

即
仏

。

其
名
猶
通

。

以
・

後
五

人

皆
了
三
二

障

即
是
仏
一

故
。

」

と

い

っ

た

記
述

を

拠
り
所
と

し
て

い

る

が
、

三

障
を

能
即
と

し

て

三

徳
を

所
即
と

す
る

と
い

う
宗
印
の

能
所
義

は
、

明
ら

か

に

従
義
の

説
と
一

致
す
る

と

も

言
え
る

。

と

こ

ろ

で
、

宗

印
撰

『

北
峰
教
義
』

は
、

現
存
し

な
い

浄
覚
仁
岳
（
九

九
ニ

ー
｝

〇
六

四
）

撰

『

義
学
雑
編
』

に

対
す
る

反

論
で

も
あ
る

。

六

即
の

能
所

義
に
つ

い

て

も
、

宗
印
は

仁
岳
の

説
を

次
の

よ

う
に

批
判
し
て

い

る
。

二
、

浄
覚
異

見
。

雑
編

有
二

二

節
』

初
分
コ

対
名
義
諭

謂、

空
中

之

理
同
故
即

也
。

即
仮
之

事
異

故
⊥

ハ

也
。

仮
事
為
二

能
即ハ

空
中
之

理

為
二

所
即
』

評

日
、

止

観
大
意
云
三

理

同
故
即
如
二

生

死
即

涅
槃
之

流
』

必

該
二

煩
悩
即

菩
提
・

結
業

即
解
脱
』

乃
三

道
即
三

徳。

何
嘗
専
以
二

空
中
之

理

同
是

所
即

、

俗
諦
之
事
異

是
能

恥
耶

・

−

逧

　

右
の

記
述
で

は
、

ま

ず
、

仁
岳
の

『

義
学
雑
編
』

が
引
か

れ
、

「

評
日
」

以
降
に

宗
印
の

批

判
が

述
べ

ら

れ
て
い

る
。

こ

こ

に

示
さ

れ

る

仁

岳
の

一 215一
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宋
代
に

お
け
る

六
即

解
釈
の
一

様
相
（
久
保
田

）

説
と

い

う
の

は
、

三

諦
を
分

割
し

て

仮
諦
を

能
即
と
し

、

空
諦
と

中
諦

を

所

即
と

す
る

も
の

で

あ
っ

て
、

こ

う
し

た

仁
岳
の

説
を

宗
印
は

批
判

す
る

の

で

あ
る

。

　
こ

の

よ

う
な
仁
岳
の

説
は

、

宗
印
の

門

弟
で

あ
る

仏
光
法
照
（
一
一

八

五

−
一

二

七
三
）

が

著
し
た

『

法
華
三

大
部
読
教
記
』

巻
一

六
に

お
い

て

も
、

「

…

…

今
謂

、

理

同
者
三

千
空
中

之
理

、

迷

悟
咸
同
也

。

事
異
者
三

千

即

仮
之

事
、

因
果
有
レ

異
也

。

理
雖
レ

具
レ

仮
、

山
レ

未
二

縁
起
一

故
対
二

事
辺

』

同
名
二

空
中
一

亦
可
レ

得
レ

云
二

対
レ

事
方
合

拠
レ

理

常
開
コ

是
則

事
為
二

能

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

（

7）

即・

理
為
二

所
即
ゆ

所
即
如
三

空

無
二

高
下
』

能
即
如
二

飛
者
浅
深
ご

と

伝

え
ら

れ
て

い

る
。

こ

こ

で

注
目

す
べ

き
は

、

宗
印
や

法
照
が

伝
え
る

仁

岳
の

六
即
の

能
所
義
は

、

従
義

撰
『

天

台
四

教

儀
集
解
』

巻
下
で

批

判

さ

れ
て
い

た
二

説
の

中
の

第
一

説
と
一

致

す
る

と
い

う
こ

と

で

あ
る

。

す
な
わ

ち
、

従

義
が

仁
岳
の

能

所
義
を
批

判
し

て

い

た

可
能

性
が

指
摘

で

き

る
の

で

あ
る

。

　

さ
て

、

南

宋
時
代
に

お
い

て
、

宗
印
や

法
照
と

ほ

ぼ

時

代
を

同
じ

く

す
る

学
匠
に

柏
庭
善
月
（

＝

四
九

−
一

二

四
一
）

が
い

る
。

善
月
述
『

山

家
緒

余
集
』

巻

中
の

「

…

…

但
理

不
二

自
理
（

要
必
有
レ

事
。

事
理
具
足

方
日

二

円
詮

』

故

約
二

理

性
一

雖
レ

無
「

迷
悟
」

而

事
有
二

迷
悟

』

悟

分
二

真

似
。

因
果

等
別
ゆ

故
六
位

於
レ

是
甄
分

。

雖
レ

分
二

六

位
之
殊

詩

而
其

所

　
　
　
　
　
　
　（
8
）

即
之

理

恒
一

。

…

…
」

と
い

う
記
述
か

ら

は
、

善
月
が
六

即
の

所
即
を

、

六

位
の

高

下
と

対
照
的
な

も
の

と

し

て

捉
え
て

い

る

と
い

う
こ

と

が

わ

か
る

。

そ

し

て
、

善
月
は

同

書
同
巻
に

お
い

て
、

六

即
を

能
所
に

分

け

る
と

き
の

能
即
と

所
即
に
つ

い

て
、

次
の

よ

う
に

自
説
を
述
べ

る
。

或
日、

即
分
二

能

所
の

此

論
二

能
所
一

乎
。

日
二

義
門
分

別
の

斯
亦
可
矣

。

然

約
二

六

即一

而
論
二

能
所・

者
、

有
レ

通

有
レ

別
。

通
以
二

六

位
之

事一

為
二

能

即［

鱗
、

不
二

之

理
為
二

所
即
調

別
則
前
四

妄
心
為
二

能
即
一

後
二

真
智

為
二

能
即
』

亦
可
下

約
二

分
極一

論
凸

之
。

亦

可
「

初
後
不
ワ

分
二

能
所
』

迷
悟
之
際

極
故
也

。

中

間

四

即
約
レ

修
以

説
乃
得
レ

論
レ

之
。

若
円

論
二

即
体一

体
不
二

故
方
名
為
レ

即
。

是

則
六

即
皆
不
レ

可
レ

分
也

。

或

者
定
謂
二

円

詮
教

旨
不
ワ

分
一
能
所
』

此

得
二

其

体一

而

失
二

於
義一

也
。

若
謂
二

必
分

而
不
フ

知
レ

有
二

不
分
之
理一

者
、

此

又
失
也

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ハ
ヨ　

孰
知
二

不
レ

分
而
分

、

分

而
不
ワ

分
者
乎

。

　

善
月
は

、

六

即
の

能

所
に
つ

い

て

論
じ

る

際
に

、

通
論
と

別
論
を
立

て

て

い

る
。

ま

ず
通
論
で

は
、

六

位
の

事
が

能
即
と

さ
れ

、

不
二

の

理

が

所
即
と

さ

れ

て
い

る
。

能
即
に

対
し

て

「

迷
解

行
証
」

と

い

う
割
註

が

あ
る

よ

う
に

、

善
月
は

、

迷
と

解
を
と

も
に

能

即
に

収
め

て
い

る
の

で

あ
る

。

そ

し

て

別
論
に

お
い

て

は
、

六

即
の

前
四

即
で

は

妄
心
が

能

即
で

あ
り

、

分
証
即
と

究
竟
即
で

は

真
智
が

能
即
で

あ
る

と

説
く

。

こ

の

よ

う
な

善
月
の

通
別

論
は

、

「

亦
可
二

初
後

不
フ

分
二

能

所
己

と
い

う

記
述
か
ら
わ

か

る

よ

う
に

、

六
即
と
い

う
行
位
の

高
下

を

も
っ

て

能
所

を

分
け
て

は

な
ら

な
い

と

い

う
立

場
を
と
る

も
の

で

あ
る

。

し

た

が
っ

て

善
月
は

、

迷
・

悟

あ
る

い

は

迷
・

解
を

、

と

も
に

能

即
に

収
め

る

の

で

あ
り

、

能
即
を
迷
と

捉
え
て

所
即
を

悟
と

捉
え

る

従
義
や

宗
印
と

は

異
な
る

能
所
義
を

示
し
て

い

る
の

で

あ
る

。

　

ま

た
、

前
に

見
た

従
義
撰

『

天

台
四

教
儀
集
解
』

巻
下

に

お
い

て
、
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従

義
が

批
判
し

て

い

た
二

説
の

中
の

第
二

説
は

、

ま
さ
に

善
月
の

別
論

で

言
わ

れ

る

真
智
の

能
即
と

重
な

る

の

で

あ
る

。

こ

の

こ

と

は
、

す
で

に

従
義
の

時

代
に

、

善
月
の

説
と

同
様
の

能
所
義
が

説
か

れ

て

い

た

こ

と

を
窺
わ
せ

る

も
の

で

あ
る
と

言
え
る

。

　

以

上

の

こ

と

か

ら
、

宋
代
天

台
に

お
い

て

は
、

六
即
の

能
所
義
に

関

し

て

多
様
な
意

見
が

出
さ
れ

て

い

た
こ

と

が

知
ら

れ

る
で

あ
ろ

う
。

仁

岳
は

、

三

諦
を

分
割
し

て

仮
諦
を
能

即
に

、

空

諦
と

中

諦
を

所
即
に

配

す
る

の

で

あ
る

が
、

こ

れ
に

対
し

て

従
義
は

、

仁
岳
と
は

異
な

り
、

能

即
を

三

障
、

つ

ま

り
迷
と

解
釈
し

、

所
即
を

三

徳
、

つ

ま
り
悟
と

解
釈

す
る

。

そ
し

て
、

後
代
の

宗
印
と

善

月
も

、

六

即
を
能

所
に

分
け

て

解

釈
す
る

と

い

ヶ
方
法
を
用
い

る

こ

と

に

な
り

、

そ
の

際
に

宗
印
と

善
月

は
、

通
論
と

別
論
を

設
け
る

が
、

両
者
の

通
別
論
の

内

容
は

同

じ

も
の

　
　
　
（

10
）

で

は

な
い

。

従
義
や

宗
印
の

説
と

異
な

る

善

月
の

説
は

、

六

即

と
い

う

行
位
の

高
下
を

も
っ

て

能
即
と

所
即
を

分
別

す
る
べ

き
で

は

な
い

と
い

う
考
え
の

上

に

成

り
立
っ

て

い

る

と

言
え
よ

う
。

　

こ

の

よ

う
に

、

従
義
を
は

じ

め

と

す
る

諸

師
の

能
所
義
は

、

迷
と

悟

の

観
点
か

ら

見
て
一

様
で

は

な
く

、

結
果
と
し

て
、

そ
の

相
違
は

宗
印

と

善
月
の

両
説
に

明
確
に

表
れ

て
い

る

の

で

あ
る

。

1
　
知
礼
の

蛄

蟯
六

即
説
に
つ

い

て

は
、

安
藤
俊
雄
『

天

台
学
論
集

ー
止

観

と

浄
土

1
』

（
平
楽
寺
書
店

、

一

九

七
五

年
）

所
収
の

同
「

観
無
量

寿
経
疏
妙

宗
鈔
概
論
」

（

同
書
五

六
〜

六

〇

頁）

等、

参
照

。

　

　

2
　
大
正
四

六
・

宋

代
に
お

け
る
⊥

ハ

即
解
釈
の
一

様
相
（
久
保
田

）

四

五

九

頁

下
。

　
　
　

3
　

続

蔵
ニ

ー
七
・

六

三

丁

右

下

〜

左

上
。

4
　
続
蔵
ニ

ー
六
・

二一
二

五

丁
左
下

。

因
み
に、

こ

こ

に

示
さ
れ
る

宗
印
の

六

即

の

能
所
義
は

、

牟
宗
三

『

仏
性
与
般
若
』

下
（

台
湾
学
生
書
局、

一

九

七
七

年
・

一
一

五
五

頁
）

で

註
釈
さ
れ
て

い

る
。

　
　
　

5
　
大
正
三

七
・

二

〇
〇

頁
上

中
。

　
　
　

6
　
続
蔵
ニ

ー
六
・

二

三

六

丁
左
上

。

こ

の

記
述
に

お

け
る

宗
印

の

仁

岳
説
批

判
に

つ

い

て

は
、

安

藤

俊

雄
「

天

台
思

想

史
』

（

法
蔵

館
、

一

九

五

九

年
・

二

〇

三

頁
）

に

概
説
が

あ
る

。

　

　

7
　

続

蔵
一

−

四

三
・

四

〇

九

丁

右
上

。

　

　

8
　
続

蔵
二

ー
六
・

二

六

〇

丁
右
上

。

9
　
続
蔵
ニ

ー
六
・

二

六

〇

丁

左
下

。

　
　

　

10
　
例
え
ば

、

大

宝
守
脱
撰

『

観
経
疏
妙
宗
鈔
講

述
』

巻
一

（

天

全
二
・

四

六
頁
下）

で

は
、

宗
印
と

善
月

の

能
所
義
が

、

と
も
に

『

観
無
量
寿
仏

経
疏
妙
宗
鈔
』

巻
一

（
前
出

、

註
5
）

の

教
説
に

合

致
す
る

も
の

と

し
て

引
か

れ
て

い

る
。

〈

参
考
文
献
〉

安
藤
俊
雄
『

天
台
思

想
史
』

（

法
蔵
館、

一

九
五

九
）

安
藤
俊
雄
「

観

無
量
寿
経

疏
妙
宗
鈔
概
論
」

（
『

天

台
学
論
集

−
止
観
と

浄

　
土
　
　
』

平
楽
寺
書
店

、

　一

九

七
五

、

一

−
一

六
二

頁
）

牟
宗
三

『

仏
性
与
般
若
』

下

（

台
湾
学
生

書
局

、

一

九
七
七
）

〈

キ
ー

ワ

ー
ド

〉

　
六

即
、

能
即

、

所
即

、

北
峰
宗
印

、

柏
庭
善
月

　
　

　
　
（

早

稲
田
大
学

大
学
院
）
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